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　従来の Facebook を一新して、４月 24 日にスタートした栗東市の Facebook「うますぎる栗東」。
「りっとうミツケーター」と呼ばれる市民の皆さんが市民目線でまちの魅力を発信しています。
　「今の場所に住み続けたい」と思う市民が７割にのぼる栗東市 ※。その良さはどこにあるので
しょうか。今月はまちの魅力を発信する取組みから、栗東の魅力を考えます。

を広げていこう！

「うますぎる」の「うま」には、
　　　「上手い！」と“人の技術を”ほめる、
　　　「美味い！」と“お料理”の美味しさを語る、
　　　「旨い！」と“暮らし”の知恵やお得をお知らせ、
　　　「馬」の“栗東”といえばの特徴を表します。　　　
　　

○○さん川﨑さん 森本さん

辻元さん福本さん後藤さん

市
民
が
思
う
栗
東
の
魅
力
は
？

１
年
生
の
家
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

治
田
東
小
学
校
の
入
学
式
で
、
皆
さ
ん
が

思
う
栗
東
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
田
ん
ぼ
」「
の
ど
か
さ
」「
の
ん
び
り
」「
自

然
」「
ほ
ど
よ
さ
」「
田
舎
」「
お
い
し
い
も

の
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
穏
や
か
に
日
々
の
生
活
を
楽
し
む
皆
さ

ん
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました

※平成 28 年 10 月の「栗東市総合計画等に関する市民アンケート調査」から
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栗
東
に
通
い
続
け
た
高
橋
さ
ん

「
人
の
あ
た
た
か
さ
が
魅
力
」

　

龍
谷
大
学
２
回
生
の
時
、
岡
・
目
川
地
域
の
交

流
拠
点
「
か
た
つ
む
邸
」
へ
行
き
ま
し
た
。
地
域

の
人
か
ら
聞
く
ま
ち
の
話
題
に
、「
ま
ず
は
知
る

こ
と
が
大
切
」と
自
主
的
に
市
内
各
所
を
訪
れ
、

多
く
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
も
あ
た
た
か
く
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
栗
東
が
大
好
き
に

な
り
、
通
い
続
け
ま
し
た
。

　

栗
東
の
魅
力
は
「
人
の
あ
た
た
か
み
」
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
い
ち
ょ
う
ま
つ

り
」「
は
な
も
も
市
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
知

っ
て
い
る
人
の
顔
が
思
い
浮
か
び
、
そ
の
人
た

ち
が
あ
た
た
か
い
か
ら
こ
そ
、
参
加
し
た
り
、

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
う
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
大
阪
市
出
身
の
私
に
と
っ
て
、
専

光
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
や
金
勝
寺
の
あ
か
り
の
演
出

は
、
地
元
で
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
も
の
な

の
で
印
象
的
で
す
。
ま
ち
の
多
く
が
魅
力
的
で
、

ま
る
で
ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
栗
東
。
い
つ
ま
で

も
、
あ
た
た
か
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

社会人となった今も栗東に関わる
高橋 知輝さん（左）
※４月２日「安養寺山音楽会 うららかコンサ

ート」のボランティアとして小林亮太さんと

※子どもたちにも人気の「栗東
ロテリア」の貸し出しは栗東国
際交流協会 （☎551-0293）へ。

ら
始
め
、
平
成
26
年
、
す
べ
て
に
英
文

が
添
え
ら
れ
た
「
栗
東
ロ
テ
リ
ア
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
・
ア
メ
リ

カ
の
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
に
も
寄
贈

さ
れ
、現
地
で
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
に
登
場
す
る
54
の
魅
力
の
中

に
は
『
な
ま
ず
公
園
』
な
ど
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
名
所
も
あ
り
ま

す
。
候
補
に
上
が
っ
た
料
理
を
試
食

し
た
り
、
写
真
撮
影
に
行
っ
た
り
と

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ

た
の
で
、
私
た
ち
自
身
が
栗
東
の
良

さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」
と
語
る
小
松
原
さ
ん
。

　

協
会
で
は
、
名
所
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン

グ
も
開
催
。「
遊
ん
だ
後
、
栗
東
を
歩

く
の
が
楽
し
い
」「
よ
り
栗
東
が
好
き

に
な
っ
た
」
と
、
ま
ち
の
魅
力
が
多
く

の
皆
さ
ん
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
テ
リ
ア
は
、
メ
キ
シ
コ
発
祥
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。
絵
札
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
手
元
に
あ
る
絵
が
す
べ
て
読

み
上
げ
ら
れ
れ
ば
、「
ロ
テ
リ
ア
！（
大

当
た
り
）」
と
宣
言
し
ま
す
。

　
「
栗
東
ロ
テ
リ
ア
」
の
始
ま
り
は
、

栗
東
国
際
交
流
協
会
の
小
松
原
賢
治

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
。
平
成
24
年
、
チ
ワ

ワ
（
メ
キ
シ
コ
）
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

時
に
地
域
の
名
所
や
特
産
品
を
集
め

た
チ
ワ
ワ
独
自
の
ロ
テ
リ
ア
を
贈
ら

れ
た
小
松
原
さ
ん
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト

に
、「
親
善
交
流
や
外
国
籍
市
民
の
た

め
に
、
も
し
、
栗
東
版
の
『
ロ
テ
リ

ア
』
が
あ
れ
ば
、
ま
ち
を
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
協
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
案
を
受
け
、
協
会
で
は
、
平
成
25

年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。

ま
ち
の
魅
力
を
考
え
、
集
め
る
こ
と
か

名
所
や
特
産
品
を
集
め
た

メ
キ
シ
コ
の
ゲ
ー
ム
を
ヒ
ン
ト
に

ま
ち
の
良
さ
の
再
発
見
に

つ
な
が
っ
た

栗東ロテリアで

①②作製過程で、栗東の魅力を
みんなで挙げながら絞り込み
③④「栗東ロテリアウォーキング」
で東海道の名所を訪問

国を超えて伝わる魅力
　「外国籍の人にも、まちの魅力を分かりやすく伝えたい」という思い
から作製され、誰もが楽しめる栗東ならではのゲームがあります。
　栗東国際交流協会が作製した「栗東ロテリア」は、観光名所や特産品
を楽しく簡単に学ぶことができるカードゲームです。

１

２

３

４
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栗東大好きの輪を広げたい！
　「うますぎる栗東」は市民と行政がともにまちの魅力を発信する、県内初めての協
働型 Facebook です。
　「りっとうミツケーター」と呼ばれる市民の皆さんが栗東の「うまい！」を見つけ
ながら、より素敵なまちをつくっていきます。

　

新
し
い
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
栗
東
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
」
に
出
会
え
る
ペ
ー

ジ
で
す
。

　

投
稿
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

19
歳
か
ら
78
歳
ま
で
の
約
30
人
。

昨
年
10
月
の
公
開
講
座
を
始
ま
り

に
、
協
働
型
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

講
座
を
受
講
し
、
文
章
や
写
真
な

ど
プ
ロ
に
よ
る
実
技
講
座
で
基
礎

と
な
る
技
術
を
学
ん
だ
市
民
記
者

で
す
。
年
齢
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
「
栗
東
が
好
き
」
と
い
う

と
こ
ろ
が
共
通
点
で
す
。

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
デ
ザ
イ

ン
や
名
称
な
ど
は
、
本
市
在
住
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
吉
田

光
さ
ん
が
考
案
。
受
講
生
が
感
じ

る
栗
東
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、

名
称
は
「
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
」、
市

民
記
者
は
「
り
っ
と
う
ミ
ツ
ケ
ー

タ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
知
名
度
の
高
い
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の

『
馬
』
に
限
ら
ず
、『
上
手
い
！
』

『
美
味
い
！
』『
旨
い
！
』
な
ど
栗

東
に
は
、い
ろ
ん
な
『
う
ま
い
！
』

が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
栗
東
の『
う

ま
い
！
』
を
ミ
ツ
ケ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
が
見
つ
け
、
発
信
で
き
た
ら

と
い
う
思
い
で
制
作
し
ま
し
た
」

と
語
る
吉
田
さ
ん
。

　
「『
り
っ
と
う
い
い
な
！
』『
な
か

な
か 

よ
し
よ
し
』『
ち
ょ
う
ど
い
い
』

な
ど
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
栗

東
に
は
『
ち
ょ
う
ど
い
い
』
と
い

う
心
地
の
良
さ
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
良
さ
が

具
体
的
に
何
な
の
か
が
分
か
ら
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
良
さ

を
探
し
に
行
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

『
こ
ん
な
素
敵
、
見
つ
け
た
よ
！
』

と
発
信
す
る
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
本
当
の
『
う

ま
す
ぎ
！
』
に
し
て
い
く
の
は
、

私
自
身
も
含
め
、
ミ
ツ
ケ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
」
と

吉
田
さ
ん
は
続
け
ま
す
。

　　

栗
東
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
そ
れ

は
一
人
ひ
と
り
違
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
市
内
各
所
で
輝
く
魅
力

を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
見
つ
け
、

発
信
す
る
ミ
ツ
ケ
ー
タ
ー
の
投
稿

は
き
っ
と
ま
ち
の
良
さ
を
再
発
見

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

投
稿
に
「
う
ま
す
ぎ
！
」
と
共

感
し
、
魅
力
を
み
ん
な
で
共
有
し

な
が
ら
、
ま
ち
中
に
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

デザイン提案する吉田光さん や
っ
ぱ
り
栗
東
が
好
き
！

市
民
記
者
が
魅
力
を
発
信

栗
東
の
素
敵
を

見
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
魅
力
を

共
有
し
、ま
ち
に
広
げ
よ
う

Facebookで

「うますぎ！」を

広げていきましょう

Facebook の冒頭にあるカバーのイメージ。イラストは、魅力を探し、発信するミツケーターのイメージが描かれ、写真は、
ミツケーターの撮影写真で展開されます。「うますぎる栗東」は、市ホームページからも見ることができます。
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◦「うますぎる栗東」を見つけよう◦◦

　初めて栗東を訪れた時、まちを紹介
してくれる皆さんから、まちを愛す
る気持ちやあたたかさを感じました。
まちを印象づけるのは、やはり「人」
がポイントだと感じます。
　第１回の公開講座、「地域の魅力を
発見し、発信しよう」では、受講生
のやる気やエネルギーが熱いほどに
伝わり、圧倒されました。
　このように、栗東が大好きで、そ
れを伝えたい人がたくさんいること
が栗東の魅力だと感じます。例えば
一つの商品があり、その商品を心か
ら愛する人が説明するとその魅力は
こちらに響いてきますよね。これと
同じで、栗東を愛する人がまちの魅
力を紹介するのですから、良さは必
ず伝わるはずです。まちを好きな人
が発信することで、まちを好きにな
る人がますます増えていきます。
　栗東を「ちょうどいいまち」と感じ
る市民が多いと聞きます。突出した
「これ！」というものではなく魅力の
バランスの良さが心地よさにつなが
っているのではないでしょうか。
　そんな栗東に点在する魅力をミツ
ケーターの皆さんが見つけ発信する
ことで、より素敵なまちになっていく
であろう栗東にわくわくしています。

　「うますぎる栗東」はまちのみんなで作る Facebook です。
「こんな素敵、見つけたよ！」という皆さんの「うまい！」
情報はぜひ広報課へお寄せください。
ミツケーターや広報課が取材します。

協働型Facebook講座の講師を務めた
林 拓真さん
株式会社 ICC 代表取締役。フリーペーパー

「西宮ラボ」、Web メディア「西宮経済新聞」
編集長など、紙、Web、ラジオで西宮の魅
力を日々発信中。

まちを好きな人の発信が
まちを好きな人を増やす

　県外から栗東に住んで約
15 年になりますが、この機
会にまだ私が知らない栗東の
良いところや魅力を知りたい
と思いました。
　「発信する目」で物事を見
ると、いろんな発見がありま
す。まちのことを知れば、市
内にお出かけする時間も増え
そうです。子育て中でもあり、
私目線での栗東情報を発信し
ていきたいです。

枡谷典子さん

求む　「うまい！」情報

　大学２回生で生物学を専攻し
ています。自主活動団体で広報
活動に携わり、iGEMという合
成生物学の世界大会で写真撮
影・発信もしています。栗東の
良いところを広めるとともに、
自分の能力もアップできたら
と講座を受講しました。
　栗東の魅力は豊かな自然や
人のあたたかさにあると思い
ます。他市とも交流しながら
活動ができたらと思います。

村山謙太さん

問広報課 ☎ 551-0641　 FAX 554-1123
   E-mail：kohokocho@city.ritto.lg.jp

ミツケーターにインタビュー

■「発信する目」で発見する

■他市とも交流したい
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